


展示室１・2　綾錦 －近代西陣が認めた染織の美－

-２-

縫箔　白地青海波に扇面散模様
1領　絹
日本・江戸時代　17～18世紀
根津美術館蔵

りんどう
石畳模様の地の上に桐、椿、橘、竜胆、三扇などの模
様を散らした唐織。能装束の意匠を収めた『綾錦』
第6巻の表紙は本作の模様を再構成したもの。

背面に大きく御簾と檜扇をあらわした振袖。模様を同じくしながら地色を紅
と白に変えた2領が一式で伝わることから、婚礼衣装とみられる。染織コレク
ターとして知られた野村正治郎旧蔵。『綾錦』第2巻に掲載。

しろじ  せ いが い は　　 せんめんちらしも  ようぬいはく

とりどりの色糸で縫いあらわした植物模様を収めた扇
面を全体に散し、その間を摺箔の青海波模様で充填した
縫箔。『綾錦』第6巻には5ページにわたって本作の全体・
部分図が取り上げられ、注目度の高さがうかがわれる。

すりはく

唐織　薄茶地石畳団花に三扇散模様
1領　絹
日本・江戸時代　19世紀
根津美術館蔵

からおり うすちゃじ  いしだたみ      だん か　     みつおうぎちらしもよう
振袖　綸子地御簾檜扇模様
2領　絹
日本・江戸時代　19世紀
国立歴史民俗博物館蔵

りん ず    じ    み   す   ひおうぎ   も ようふりそで

大正5年から14年にかけて、京都の美術
書肆・芸艸堂から刊行された全11冊の
染織図案集 (内1冊は古鏡号)。画家や図
案家による模写を下絵とする細密な版
画に加え、その装幀のためだけに織り
出された表紙も見どころ。

『綾錦』第6巻　西陣織物館編
日本・大正8年（1919）
根津美術館蔵

染織図案集『綾錦』

うんそうどうしょし

そうてい
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「初釡」は、正月に初めて釡を掛けて催す茶会のこと。新年を寿ぎ、おめでたい道具や、その年の干支にちなんだ道具を
取り合わせます。

元気な仔馬を意味する「躍駒」を銘として持つ茶入。
胴の正面に大胆に入れられた篦目を跳ね上がる仔馬に
見立てたか。

同時開催展

　
民窯ならではののびやかな絵付けで、吉祥文様が描かれた磁器「呉州手」。日本人がこよなく愛した中国のうつわをご
堪能いただきます。

中央に胸を張って座る麒麟、その周囲は花鳥文や
赤玉文で埋め尽くす。明るい赤を基調に描かれた
呉州手の赤絵は、この賑やかさが魅力である。

呉州赤絵麒麟文大皿
漳州窯系
1枚
中国・明時代　17世紀
根津美術館蔵

ご  す  あかえ   き り んもんおおざら

肩衝茶入　銘 躍駒
瀬戸または美濃
1枚
日本・江戸時代　17世紀
根津美術館蔵

かたつき ちゃいれ　 　　    おどりこま
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更紗はインド発祥の模様染で、本作
はその断片を貼り付けて折帖にま
とめたもの。古更紗の意匠を収めた
『綾錦』第8巻に掲載。

古更紗帖
1帖　木綿、紙
インド他　17～18世紀
根津美術館蔵

身頃には枝垂桜を背景に舞い遊ぶ優美な
尾長鳥、裾には愛らしい菫と蒲公英を刺
繡であしらい、三色に染分けた地には、摺
箔で白地に立涌、浅葱地に流水、紅地に唐
草と模様を変えてあらわす。『綾錦』第6巻
に掲載。

縫箔　紅浅葱段枝垂桜尾長鳥模様
1領　絹
日本・江戸時代　18世紀
根津美術館蔵

豪壮な雪持松が桃山時代の雰囲気を伝
える子方の縫箔。大正2年（1913）発行の
「西本願寺大谷家売立目録」に同作と思
しき作品名が掲載されている。『綾錦』第
6巻に掲載。

縫箔　茶地立涌雪持松模様
1領　絹
日本・桃山時代　17世紀
根津美術館蔵

べにあさぎだんしだれざくらおながどり もようぬいはく ぬいはく ちゃじたてわくゆきもちまつもよう

た ん ぽ  ぽすみれ

こ さらさちょう

展示室 5　呉州手 －吉祥の器－
ご     す    で

こ    かた

展示室 6　初釜 －新春を寿ぐ－
はつ がま ことほ

へら め
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